
i n f o r m a t i o n

～
シ
リ
ー
ズ
第
９
回
～

林
課
が
教
え
る
知
っ
て
得
す
る
マ
メ
知
識

農電
気
さ
く
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

電
気
さ
く
と
は
、
田
畑
や
牧
場
な
ど

で
、
高
圧
の
電
流
に
よ
る
電
気
刺
激
に

よ
っ
て
、
野
生
動
物
の
侵
入
や
家
畜
の

脱
出
を
防
止
す
る
「
さ
く
」
の
こ
と
で

す
。

　

電
気
さ
く
は
、
人
に
対
す
る
危
険
防

止
の
た
め
に
、
電
気
事
業
法
に
よ
っ
て

設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
電
気
さ
く
を
設
置
し
た
場
所
に
は
、

人
が
見
や
す
い
よ
う
に
「
危
険
」
で
あ

る
旨
の
表
示
を
す
る
こ
と
。

②
感
電
に
よ
り
人
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
出
力
電
流
が
制

限
さ
れ
る
電
気
さ
く
用
電
源
装
置
で

あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
か
ら
使
用
す

る
こ
と
。

　

・
電
気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受
け

　
　

る
直
流
電
源
装
置
（
家
庭
の
コ
ン

　
　

セ
ン
ト
な
ど
）

　

・
蓄
電
池
（
バ
ッ
テ
リ
ー
）、
太
陽

　
　

電
池
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
直

　
　

流
の
電
源

③
電
気
さ
く
用
電
源
装
置
が
30
ボ
ル
ト

以
上
の
電
源
か
ら
使
用
す
る
場
合
に
お

い
て
、
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所
に

電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合
は
、
漏
電

遮
断
機
を
設
置
す
る
こ
と
。

④
電
気
さ
く
に
電
気
を
供
給
す
る
電
路

に
は
、
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専

用
の
開
閉
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

今
回
の
死
傷
事
故
は
、
安
全
装
置
が

な
く
自
作
さ
れ
た
電
気
さ
く
の
設
置
に

よ
り
起
き
た
事
故
で
す
。
漏
電
遮
断
機

や
専
用
の
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
は
当

然
の
こ
と
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
安

全
な
電
気
さ
く
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
電
気
さ
く
に
よ
る
死
傷
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
電
気
さ
く
に
よ
る
感
電
防
止
の
た
め
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
感
電

事
故
の
再
発
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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